
 
 

○１０個ずつまとめてみましょう。 

「１０個のまとまりが１０こできました。」 

○いくつになるかな 

「１００こです。」 

○１００個のまとまりが１０こできたらいくつにな

るかな。 

「１０００こです。」 

７ 本時の学習 

（１）本時の目標 

１００００未満の数の数え方と命数法，記数法，４位数の位取りの仕組みを理解する。 

（２）本時の評価規準   

ア 既習を基に，１０や１００と同じように１０００のまとまりを作って数え，数字を使って表すことができる。 

（３）本時で育成したい資質・能力 

   Ａ 活動内容を理解し，１０や１００のまとまりを作りながら数を数え，表すことができる。 

（４）本時の学習展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

千のくらい 百のくらい 十のくらい 一のくらい 

    

２ ３ ５ ４ 

 
 

○１０００が２こと１００が３こと１０が５ことば

らが４こだね。全部で何個になったのかな。 

「二千三百五十四です。」 

○数字で書いたらどうなるかな。 
 （位取り表操作後） 
２３５４。 
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  ○単元全体を貫く課題をおさえ，本時の 

学習のねらいを明確にする。 

  ○学習意欲を引き出すために，図や学習シー

ト等で，わかりやすく操作しやすくする。 

 

 

 

○１０，１００，１０００のまとまりを作り，丸で囲

むことでまとまりをしっかり意識させる。 

㋐１０や１００，１０００ずつのまとまりを作って数

を数えている。（発言，行動観察） 

 

 

○位取り表を見て，具体物を操作しながら，２３５４

の表記について考えさせる。 

○１００の位に一旦１００を１０個置いてから，１０

００に変身させるなど，１０進位取り法の理解を視

覚的にとらえさせる。 

○Ａ１０や１００，１０００のまとまりを作りながら，

進んで課題解決をしている。 

㋐位取り記数法を理解し，２３５４と書き表している。

（行動観察） 
 
 
 

○本時のめあてに対するまとめを簡潔な 
言葉で表す。 

 
○チャレンジ問題を解かせ，本時の学習が理解
できているか自分で確認できるようにする。 

 
○振り返りを簡単な言葉で表現させ，本時の学
習がよくわかったか・楽しく学習ができたか
を自分で振り返られるようにする。 

 

個人思考（２５分） 

どうやって数えたらいいか考えよう。 

１０００よりおおきいかず 
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まとめ 

千を２つ集めた数を二千といいま

す。 

二千と三百五十四をあわせた数を

二千三百五十四といいます。 
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ふり返り 

ぜんぶでいくつになるのかな。 

 めあて 

よそう 

１０や１００や１０００ずつにし

て数えられました。 

二千三百五十四の書き方が分かり

ました。 

 

○ペットボトルのキャップがいくつあるか数え

ましょう。 

「いっぱいある。」「数えられるかな。」 

○２年生と分けて数えてみよう。 

○一度に数えるのは大変だから，分けて数える

といいね。 

１０こが１０こ集まったら。 

「１００になる。」 

問題把握（５分） 

 
 
 
○今日は,どうやって色板を動かしましたか。 
 ・自分の言葉で表現する。 
 
○チャレンジ問題を解いてみましょう。 
 ・チャレンジ問題を解く。 
 
○今日の学習の振り返りをしましょう。 
 ・簡単な言葉で表現する。 

まとめ・振り返り（１５分） 

〇１０こずつかぞえる。                       

〇１０こでまとめる。 

〇集まったら１００こずつまとめる。 

                 

      〇１００が１０こで１０００だ。 

      〇１０００が２つあったよ。 

      〇１００が３つで１０が５こ。 

      〇４このこってる。 

      〇全部でいくつかな。 

 

   

 図 

１０００が２つで２０００ 

１００が３つで３００ 

１０が５つで５０ 

４つのこってる 

二千三百五十四こだ どうやって書くのかな 

 

 

できた。２３５４だ。 
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チャレンジ 

チャレンジ問題 


